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果 実(２)

① 全体の動向と見通し

（東京都中央卸売市場）６月と７月の実績

概況◎

６月の総入荷量前年比９１％、価格は前年比１０３％となった。７月に入ると入荷量は前

年を上回ったが、価格は上旬は前年並だったものの、中旬は前年を２割程度下回った。

６月から７月中旬までの期間を通して、入荷量が前年を上回ったのは、りんご類、なし

類、もも、デラウエア、いちご類で、前年を下回ったのはすいかだけであった。また、価格

が期間を通して前年を上回ったのはさくらんぼだけで、７月中旬では唯一前年を大幅に上

回った。

本県産さくらんぼは、６月中下旬の低温と日照不足により着色が前年並だったものの、

収穫期間が長くなり、糖度が高く病害やウルミ果の発生も少なく品質は良好となった。

６月の取扱実績（計） ７月の旬別取扱実績

上旬 中旬

入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比

（ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％）

総数 42,264 91 329 103 18,584 106 316 100 18,622 104 2,740 81

国内産果実総数 30,154 91 386 101 663 114 323 101 15,327 110 291 76

りんご類 3,523 133 243 63 1,068 155 269 64 793 133 277 64

りんご（ふじ） 2,494 117 262 67 739 137 288 66 514 118 305 68

なし類 66 147 994 92 243 166 648 81 650 145 498 71

なし（幸水） 65 147 995 92 238 165 655 81 635 143 503 71

もも 1,706 169 545 77 2,254 125 522 102 2,565 161 411 57

すもも 1,107 99 382 104 799 137 269 81 419 83 338 83

さくらんぼ 1,598 89 1,440 103 444 120 1,223 115 87 76 1,179 121

ぶどう（デラウエア） 762 112 835 86 407 141 691 75 469 132 535 60

ぶどう（巨峰） 162 101 1,302 90 122 124 1,167 87 133 91 1,101 83

いちご類 561 130 814 85 61 145 1,180 75 22 123 1,498 87

メロン類 7,479 72 346 117 2,613 103 341 99 2,043 100 322 86

メロン(ｱﾝﾃﾞｽ) 2,031 66 316 120 502 138 229 99 204 74 247 83

メロン(ｱｰﾙｽ) 927 91 574 103 540 109 601 91 507 111 518 82

すいか 7,537 82 152 102 4,540 82 109 75 6,160 98 109 66

こだますいか 2,787 94 140 98 1,174 110 89 68 873 119 110 60

みかん類 1,008 81 887 100 666 106 869 101 724 104 682 86

国外産果実総数 12,111 89 186 111 3,740 112 174 111 3,294 85 168 105

品
目

区
分
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（東京都中央卸売市場）（８月の見通し）

概況◎

８月は夏果実の盛期となり、品目としてはすいか、幸水などのなし類、もも、つがるなど

のりんご類、デラウエアなどのぶどう類、アンデスメロンなどのメロン類、ハウスミカンなど

のミカン類が中心となって出回る。

作柄は、相次いで上陸した台風や梅雨時の低温、日照不足により生育遅れや食味に不

安が出ている産地が一部見られるが、概ね順調となっている。旧盆需要もあって品目によ

っては荷動きも期待できるが、市況は引き続く消費低迷の影響で大きな期待は難しそう。

入荷量は、りんご類、なし類、ぶどうの巨峰、みかん類は前年を上回り、デラウエア、こ

だますいかは前年並、もも、すもも、アンデスメロン、すいかは前年を下回る見込み。

価格はすいか、こだますいかは前年を上回り、なし類は前年並、その他の果実は前年

を下回る見込み。

入荷量がすいか類に次いで多いなし類は、幸水が中心で、九州産と関東産の露地もの

が出回り最盛期となる。キロあたり３００円程度で比較的買いやすい価格でスタートしてい

る。昨年は不作気味で高値も期待されたが、冷夏のためやや販売不振となった。作柄は

やや小玉傾向だが、食味の点では問題なさそう。

本県産なしも、食味に申し分なければ、関東産の切り上がりが早い見込みなので高値

が期待できそう。

区
分

入荷量（ｔ） キロ当たり単価（円） 山形県産前年８月実績

品
目 前年実績

前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年実績
前年比見
込（％）

5ヵ年平均前年入荷量
前年占有
率（％）

りんご類 2,333 130 2,472 352 65 337 612 26.2

りんご類（つがる） 1,374 107 1,357 295 85 302 581 42.3

なし類 11,508 110 12,428 303 100 305 26 0.2

なし（幸水） 10,729 110 11,638 305 100 306 16 0.2

もも 8,106 90 6,742 327 95 401 397 4.9

すもも 1,056 85 797 296 80 409 142 13.4

ぶどう（デラウエア） 1,462 100 1,660 459 95 494 982 67.1

ぶどう（巨峰） 1,614 110 1,569 703 90 768 2 0.1

メロン(ｱﾝﾃﾞｽ) 348 95 537 225 95 211 329 94.7

すいか 11,164 98 12,535 98 115 118 5,141 46

こだますいか 425 100 319 120 105 124 51 12

みかん類 2,029 105 2,156 717 96 721 - -
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☆ メロン（アンデス）
（１）７月の販売状況

７月のアンデスメロンは、山形産が８割弱を占め、続いて茨城産が２割を占めた。

総入荷量は上旬は前年を約４割上回ったが、中旬は本県産のハウス加温ものと露地物の端

境期となり前年比２６％減となった。価格は、上旬前年並の２２９円／ｋｇ、中旬は前年８３％の

２４７円／ｋｇであった。

このような情勢の中で、下旬に入り休み明けの入荷が急増し、品質も維持できなかったた

め、一気に苦戦状態に突入した。６月の曇天や７月の台風の影響もあったが、計画的な出荷と

品質維持の反省点が浮き彫りになった。

東京都中央卸売市場扱い。※

※ 平年は平成９年から１３年までの平均値。平年単価は５カ年単価の単純平均。

最後のアンデス、品質しっかり出荷！！（２） ８月の見通し

品目：

アンデス

メロン

今年の露地メロン系は、いよいよ山形産を最後として旧盆前に終盤戦を迎える。

８月のアンデスメロンは本県産がほとんどである。生育は平年並で、８月は出荷ピークを過ぎ

る。総入荷量は前年比９５％ 価格は平年並と見込まれる。

高温期だけに、例年見られる品傷みに注意し、最後まで市場側の期待をつなぎとめたい。

上旬     入荷量： 502ｔ （前年比 138 ） 価格： 229円/ｋｇ （前年比 100 ）
中旬     入荷量： 204ｔ （前年比 73 ） 価格： 247円/ｋｇ （前年比 83 ）

アンデスメロンの市場動向
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入荷量 価　　格 旬別相場予想推移
331ｔ 214円/ｋｇ 上旬
前年比　95% 前年比　95% 中旬
平年比　62% 平年比　101% 下旬

主な生産県の入荷見込み（ ８月 ）
県名 前年 前年シェア 前年比入荷 作 柄 概　況

入荷量（ｔ） （％） 見込（％）

山 形 県 329 94.7 95

交配は、６月上旬が盛期となった。果実肥大期の低温、日
照不足により果実硬化が早まったため、やや小玉傾向と
なったがその後回復してきている。出荷ピークは７月20～25
日頃で平年並の見込み。


